
本
年
２
月
に
市
長
に
就
任

し
て
４
か
月
が
経
過
し
、

こ
の
間
、
市
の
執
行
体
制
を
整

え
る
と
と
も
に
、
先
の
臨
時
議

会
に
お
い
て
、
議
会
体
制
も
確

立
さ
れ
、
新
た
な
市
政
運
営
体

制
が
ス
タ
ー
ト
し
た
と
こ
ろ
で

す
。

　

私
は
、
こ
れ
ま
で
の
市
政
に

お
け
る
各
分
野
の
事
務
事
業
の

課
題
等
の
把
握
に
努
め
る
と
と

も
に
、〝
元
気
な
か
の
や
づ
く

り
〞
を
推
進
す
る
た
め
、
市
民

目
線
で
産
業
振
興
や
福
祉
、
教

育
振
興
な
ど
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
に
施
策
を
進
め
る
べ
き
か

協
議
・
検
討
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
ま
ず
は

市
民
の
声
が
市
政
に
届
く
「
市

民
が
主
役
の
市
政
」
を
確
立
す

る
た
め
、

○
産
業
や
市
民
生
活
分
野
等
の

　

新
た
な
取
組
に
つ
い
て
市
民

　

の
意
見
を
伺
う
「『
元
気
な

　

か
の
や
』
づ
く
り
会
議
」

○
旧
３
町
地
域
の
地
域
づ
く
り

　

の
あ
り
方
に
つ
い
て
協
議
す

　

る
「
地
域
再
生
会
議
」

○
「
市
長
と
語
る
車
座
会
議
」

を
４
月
１
日
に
設
置
し
ま
し

た
。

　

あ
わ
せ
て
、
総
人
件
費
の
抑

制
策
と
し
て
、
市
長
、
副
市
長
、

教
育
長
の
給
料
を
そ
れ
ぞ
れ
削

減
し
、
特
別
職
報
酬
の
見
直
し

を
行
い
ま
し
た
。

　

一
方
、
宮
崎
県
に
お
い
て
、

４
月
20
日
に
口
蹄
疫
の
疑
似
患

畜
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
を
受

け
、
大
隅
地
域
へ
の
侵
入
を
阻

止
す
る
た
め
、
４
月
28
日
に
鹿

屋
市
口
蹄
疫
対
策
本
部
を
設
置

し
、
消
毒
体
制
の
徹
底
や
イ
ベ

ン
ト
の
自
粛
等
を
行
う
と
と
も

に
、
大
隅
地
域
が
一
体
と
な
っ

た
侵
入
防
止
対
策
を
講
じ
て
き

ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
こ
れ
ま
で
の
と

こ
ろ
、
鹿
屋
市
及
び
大
隅
地
域

へ
の
侵
入
は
阻
止
で
き
て
い
ま

す
が
、
６
月
９
日
の
都
城
市
で

の
発
生
に
伴
い
、
曽
於
市
の
一

部
が
搬
出
制
限
区
域
と
な
っ
た

こ
と
か
ら
、
一
層
の
危
機
感
を

持
ち
、
今
後
も
大
隅
地
域
が
一

体
と
な
っ
て
、
更
な
る
防
疫
対

策
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
在
日
米
軍
再
編
問
題

に
つ
い
て
は
、
５
月
28
日
に
日

米
共
同
声
明
が
発
表
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
中
で
、「
日
本
本
土

の
自
衛
隊
の
施
設
・
区
域
も
活

用
さ
れ
得
る
」
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
現
段
階
で
は
ど
の
よ
う

な
基
地
施
設
が
活
用
さ
れ
る
か

分
か
ら
な
い
状
況
で
あ
り
、
政

府
か
ら
正
式
に
基
地
使
用
等
の

説
明
が
あ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
説

明
を
受
け
て
対
応
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
今
後
も
引
き
続

き
、
市
民
の
安
全
・
安
心
な
生

活
と
、
地
域
産
業
の
振
興
を
図

　
　

６
月
11
日
開
会
の
鹿
屋
市
６
月
議
会
定
例
本
会
議
で
、
嶋
田
市
長
が
市
政
運
営
の
基
本

　

方
針
と
な
る
施
政
方
針
を
述
べ
ま
し
た
。
そ
の
内
容
を
一
部
要
約
し
て
紹
介
し
ま
す
。

　

※
鹿
屋
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
全
文
が
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
。

人やまち、そして産業が生き生きと躍動する人やまち、そして産業が生き生きと躍動する
　　　　　“元気な ｢ かのや ｣ づくり”に向けて　　　　　“元気な ｢かのや ｣づくり”に向けて

平成 22 年度平成 22 年度

施政方針施政方針
市
長
就
任
４
か
月
の
取
組

▲  24 時間体制で口蹄疫防疫対策のため
の消毒を行っている国道 504 号線沿
いの霧島市福山町の消毒ポイント

る
た
め
、
誠
心
誠
意
、
市
政
運

営
に
取
り
組
み
ま
す
。

高
等
学
校
授
業
料
の
無
償

化
や
、
子
ど
も
手
当
の

支
給
な
ど
の
実
施
に
伴
い
、
国

の
財
政
は
、
平
成
22
年
度
予
算

に
お
い
て
、
戦
後
初
め
て
、
当

初
予
算
で
国
債
発
行
額
が
税
収

額
を
上
回
り
、
国
と
地
方
を
合

わ
せ
た
平
成
22
年
度
末
の
長
期

債
務
残
高
が
、８
６
０
兆
円（
Ｇ

Ｄ
Ｐ
比
１
８
１
％
）
に
達
す
る

な
ど
先
進
国
中
、
例
を
見
な
い

危
機
的
状
況
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
今

後
の
地
方
自
治
体
に
お
い
て

は
、
地
方
財
政
の
財
源
と
し
て

大
き
な
ウ
ェ
イ
ト
を
占
め
る
地

方
交
付
税
の
縮
減
な
ど
で
、
更

に
厳
し
い
財
政
運
営
を
強
い
ら

れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
急
速
に
進
展
す
る
高

齢
化
や
過
疎
化
の
問
題
を
は
じ

め
、
長
引
く
景
気
低
迷
に
よ
る

企
業
業
績
の
悪
化
、
個
人
所
得

の
減
少
に
よ
り
、
市
民
生
活
は

厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
地
域
産
業
の
活
性
化
と
市

民
の
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
を

守
る
た
め
の
地
域
づ
く
り
が
必

要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
住
民
に
身
近
な
行

政
は
、

○ 

地
方
公
共
団
体
が
自
主
的
か

つ
総
合
的
に
広
く
担
う
と
と

も
に
、

○ 

地
域
住
民
が
自
ら
の
判
断
と

責
任
に
お
い
て
、
地
域
の
諸

課
題
に
取
り
組
む
こ
と
が
必

要
で
あ
る
こ
と

な
ど
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
の
資
源
や
特
性

を
生
か
し
た
、
地
域
独
自
の
取

組
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

市
民
と
行
政
が
明
確
な
役

割
分
担
の
も
と
で
、
市

民
目
線
に
立
っ
た
行
財
政
改
革

を
推
進
し
、
基
幹
産
業
で
あ
る

農
林
水
産
業
を
中
心
に
、
地
域

産
業
を
活
性
化
し
、
自
立
し
た

鹿
屋
市
を
確
立
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
市

政
運
営
の
基
本
姿
勢
に
、「
対

話
」･

「
改
革
」･

「
挑
戦
」･

「
飛

躍
」の
４
つ
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
基
本
姿
勢
を
念
頭

に
、

○ 

市
民
の
知
恵
や
力
を
生
か
し

た
官
民
一
体
の
取
組
や
市
民

総
参
加
に
よ
る
発
想
の
も
と

で
の
市
政
運
営

○ 

企
業
経
営
者
と
し
て
の
経
験

を
生
か
し
な
が
ら
、
徹
底
し

て
無
駄
を
省
い
た
、
効
率
的

で
効
果
的
な
行
政
運
営

○ 

地
域
産
業
を
担
う
人
材
育
成

や
産
学
官
連
携
に
よ
る
地
域

活
性
化
策
へ
の
取
組
、
働
く

場
の
確
保
や
子
育
て
環
境
の

充
実
、
教
育
環
境
の
整
備

○ 

行
政
区
域
を
越
え
た
様
々
な

分
野
で
の
広
域
的
な
取
り
組

み
に
向
け
て
の
、
大
隅
地
域

を
牽
引
す
る
中
核
都
市
と
し

て
の
役
割

な
ど
に
よ
り
、
地
域
の
資
源
や

特
性
を
生
か
し
た
、人
や
ま
ち
、

そ
し
て
産
業
が
生
き
生
き
と
躍

動
す
る
〝
元
気
な
「
か
の
や
」

づ
く
り
〞
を
推
進
し
ま
す
。

７
つ
の
基
本
目
標
に
基
づ

い
て
、
平
成
22
年
度
は

諸
施
策
を
展
開
し
ま
す
。

１
つ
目
は
、「
市
民
の
声
と

力
を
生
か
す
ま
ち
づ
く

り
」
で
す
。

　

本
年
度
は
、「
市
民
が
主
役

の
市
政
」
を
実
現
す
る
た
め
、

幅
広
い
市
民
の
声
を
市
政
運
営

に
反
映
す
る
と
と
も
に
、
各
総

合
支
所
が
抱
え
る
地
域
固
有
の

課
題
解
決
や
、
地
域
活
性
化
策

を
具
現
化
す
る
た
め
、
地
域
の

声
と
力
を
生
か
し
た
「
元
気
な

地
域
づ
く
り
推
進
事
業
」
を
創

設
し
、
地
域
の
特
色
を
生
か
し

た
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
推

進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
度
は
合
併
後
５

年
目
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
こ

れ
ま
で
の
市
政
を
振
り
返
る
と

と
も
に
、
今
後
の
鹿
屋
市
の
飛

躍
に
向
け
て
、
市
民
総
参
加
の

も
と
で
、
市
制
５
周
年
記
念
事

業
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
共
生
・
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た

め
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
へ
の

支
援
と
し
て
、

○ 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
拠
点

と
な
る
自
治
公
民
館
の
整
備

事
業

○
市
民
活
動
団
体
が
企
画
提

　

案
し
た
地
域
づ
く
り
に
取

　

り
組
む
市
民
活
動
支
援
事

　

業
○
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
基

　

盤
と
な
る
町
内
会
を
充
実
・

　

強
化
す
る
た
め
の
、
地
域

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
基
盤
整
備

　

事
業

な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

２
つ
目
は
、「
透
明
・
迅

速
な
市
政
推
進
」
で
す
。

　

市
民
の
安
全
・
安
心
な
暮

ら
し
の
確
保
や
産
業
の
振
興

を
図
る
た
め
に
は
、
何
よ
り

も
財
源
の
確
保
が
必
要
な
こ

と
か
ら
、
さ
ら
な
る
行
財
政

改
革
を
断
行
す
る
た
め
、
企

画
財
政
部
に
行
財
政
改
革
推

進
課
を
設
置
し
た
と
こ
ろ
で

あ
り
、
早
急
に
、
第
２
次
の

鹿
屋
市
行
財
政
改
革
大
綱
や

集
中
改
革
プ
ラ
ン
を
策
定
し

ま
す
。

　

具
体
的
な
取
組
と
し
て
は
、

○ 

職
員
定
数
の
適
正
化
な
ど

に
よ
る
総
人
件
費
の
抑
制

○ 

市
民
目
線
に
立
っ
て
事
業

実
施
の
必
要
性
等
を
判
断

す
る
外
部
評
価
に
よ
る
事

務
事
業
仕
分
け

○ 

サ
ー
ビ
ス
業
と
し
て
の
市
役

　
　

 

時
代
認
識

市
政
運
営
の
基
本
姿
勢

施
策
・
事
業
の
展
開

平成 22年度　施政方針

▲６月 13 日に市役所１階に設置された子ども手
　当現況届受付会場

▲６月議会定例本会議
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